
LiveとReaperの
微分音機能性の比較



微分音作曲において、各DAWの特筆すべき点

REAPER

・MIDIチャンネルに対応

・MIDIのsend,receive機能

・アクションの設定より、簡単に
　ショートカットを変更、追加が可能。

・Live独自の形式の調律ファイルにより、
　音律の変更が容易

・内蔵音源全てが微分音対応可能



REAPERでの打ち込み方法(31平均律の場合)

MIDI打ち込み用
トラック



REAPERでの打ち込み方法(31平均律の場合)

MIDI打ち込み用
トラック
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エフェクト用
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MIDIsend Audio send

マスターへ



Liveでの打ち込み方法

一般的な12平均律でのマッピング

Liveで31平均律の調律ファイルを読み込んだ場合



実際に打ち込まれたMIDIの様子



各DAWの問題点

REAPER

・内蔵音源は使えない為、微分音に
　対応したVSTiプラグインが必須

・チャンネルごとにトラックを
　割り当てる為、ごちゃごちゃするうえ　　pcへ
の負荷が大きい

・打ち込みのしづらさが神

・MIDIは128音しか使えない為、細かい
　音律ほど使える音域が狭くなる



微分音に対応したプラグインたち

VITAL KONTAKT

sforzando entonal studio



.tunや.sclなどのファイルは以下の｢Scale Workshop｣で簡単に作ることができる。

(Live独自の.asclもいけるしKONTAKTのスクリプトもいける。何？神？)



まとめ

REAPER

・無料で利用できるうえ、拡張性も高い。

・MIDI打ち込みがかなり直感的で分かりや　
すい

・内蔵音源や内蔵エフェクトが心もとない

・DAW自体が微分音対応している為
　内蔵音源やエフェクトも問題なく
　利用できる

・MIDIチャンネルを利用しない打ち込み　　方
式故に後からの移調が楽

・打ち込みしづらい。くそ。



ご清聴ありがとうございました。


